
筆
者
は
こ
れ
ま
で
当
館
所
蔵
史
料
の
中
か
ら
、
個
人
的
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
周
防
大
内
氏
や
中
世
の
山
口
県
域
に
関
わ
る
文
書
を
含
む
史
料
を
紹
介

し
て
き
た
（
１
）
。
今
回
対
象
と
す
る
史
料
も
そ
う
い
っ
た
も
の
の
一
つ
で
、

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
萩
藩
大
組
士
の
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
家
（
以

下
、
小
方
家
と
略
記
）
が
藩
府
へ
提
出
し
た
「
譜
録
」
（
２
）
を
翻
刻
・
紹
介

し
た
い
。

 

当
「
譜
録
」
に
は
、
小
方
家
に
伝
来
し
た
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
か
ら

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
ま
で
の
文
書
の
写
二
二
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る

（
後
掲
表
１
）
（
３
）
。
小
方
家
は
、
既
に
「
閥
閲
録
」
編
纂
時
に
藩
府
の
命

に
よ
り
所
蔵
文
書
の
写
一
一
点
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
と
重
複
す
る

も
の
は
一
点
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
閥
閲
録
」
と
あ
わ
せ

て
利
用
す
べ
き
史
料
群
と
い
え
よ
う
（
４
）
。 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
的
な
特
色
は
、
室
町
～
戦
国
期
に
大
内
氏

家
臣
か
ら
毛
利
氏
家
臣
へ
転
身
し
、
近
世
は
、
萩
藩
士
と
な
っ
て
存
続
し
た

小
方
家
と
い
う
武
家
の
所
領
・
所
職
の
給
与
・
安
堵
・
相
続
な
ど
に
関
わ
る

も
の
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

ま
た
発
給
者
に
着
目
す
る
と
、
小
方
氏
自
身
に
よ
る
譲
状
二
点
以
外
は
、

す
べ
て
主
家
で
あ
る
大
内
氏
や
毛
利
氏
の
当
主
も
し
く
は
上
層
家
臣
か
ら
与

え
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
判
物
や
奉
書
類
で
あ
る
。 

以
下
、
小
方
氏
の
動
静
に
つ
い
て
、
筆
者
の
関
心
に
沿
っ
て
若
干
説
明
を

加
え
て
お
き
た
い
。 

「
譜
録
」
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
小
方
家
の
本
姓
は
藤
原
氏
で
、
安
芸
国
佐

伯
郡
小
方
村
に
居
住
し
、
在
名
に
よ
り
小
方
氏
を
称
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

小
方
氏
の
所
領
は
一
貫
し
て
周
防
国
玖
珂
郡
内
に
あ
り
、
管
見
の
限
り
、
安

芸
国
と
の
接
点
は
確
認
で
き
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
安
芸
国
佐
伯
郡
小
方
村
を
本
貫
と
す
る
藤
原
姓
小
方
氏
と
し

て
は
、厳
島
神
主
家
の
一
族
で
神
領
衆
で
あ
っ
た
小
方
氏
が
知
ら
れ
る（
５
）
。

と
す
れ
ば
、
小
方
氏
と
神
領
衆
の
小
方
氏
と
の
関
係
が
当
然
問
題
と
な
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
両
者
の
系
譜
的
な
つ
な
が
り
は
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
し
、
両

者
は
も
と
も
と
同
族
で
あ
り
、
室
町
期
に
大
内
氏
家
臣
と
な
っ
て
周
防
国
玖

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介 
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珂
郡
に
所
領
を
得
た
家
が
分
か
れ
た
可
能
性
は
想
定
さ
れ
る
（
６
）
。 

室
町
～
戦
国
期
の
小
方
氏
の
動
静
が
は
じ
め
て
わ
か
る
の
は
、
文
明
八
年

（
一
四
七
六
）
に
小
方
盛
康
が
周
防
国
玖
珂
郡
内
の
小
畑
名
ほ
か
を
重
康
に

譲
っ
た
譲
状
で
あ
る
（
一
号
文
書
）
。
こ
こ
に
は
、
大
内
氏
の
存
在
を
示
す

文
言
は
見
あ
た
ら
ず
、
大
内
氏
家
臣
と
し
て
の
確
実
な
事
例
は
大
永
三
年
（
一

五
二
三
）
四
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
二
・
四
号
文
書
）
。
と
は
い
え
、

当
時
の
政
治
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
大
内
氏
の
本
国
周
防
に
所
領
を
持
っ
て

い
た
小
方
氏
が
、
大
永
年
間
ま
で
大
内
氏
か
ら
自
立
し
た
在
地
領
主
で
あ
り

得
た
と
は
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
周
防
国
玖
珂
郡
内
の
所
領
が
確
認
で

き
る
文
明
年
間
の
盛
康
の
時
に
は
、
小
方
氏
は
既
に
大
内
氏
家
臣
と
な
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
閥
閲
録
」
所
収
の
文
書
も
あ
わ
せ
る
と
、
小
方
氏
の
な
か
で
最
も
活
動

が
知
ら
れ
る
の
が
与
康
（
元
康
）
で
あ
る
。
与
康
は
、
永
正
十
七
年
（
一
五

二
〇
）
九
月
一
日
に
祖
父
重
康
か
ら
所
領
を
譲
ら
れ
、
大
内
氏
か
ら
も
承
認

さ
れ
た
。
し
か
し
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
夏
に
老
耄
の
祖
父
に
「
不
孝

仁
」
と
認
識
さ
れ
て
悔
い
返
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
大
内
氏
に
訴
え
て
事
な
き

を
得
て
い
る
（
二
～
四
号
文
書
）
。 

戦
国
期
の
小
方
氏
に
と
っ
て
転
機
と
な
っ
た
出
来
事
は
大
内
氏
家
臣
か
ら

毛
利
氏
家
臣
へ
の
転
身
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
を
う
ま
く
乗
り
切
っ
た
の
は
、

や
は
り
与
康
で
あ
っ
た
。 

ま
ず
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
に
大
内
家
に
あ
っ
て
は
、
主
君
義
隆
が

陶
氏
を
中
心
と
す
る
大
内
氏
の
有
力
家
臣
か
ら
追
放
・
殺
害
さ
れ
る
と
い
う

一
大
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
時
の
小
方
氏
の
動
静
を
直
接
示
す
史
料
は
残
さ

れ
て
い
な
い
が
、
対
馬
守
を
名
乗
っ
て
い
た
与
康
は
天
文
二
十
二
年
（
一
五

五
三
）
四
月
に
陶
氏
ら
が
擁
立
し
た
大
内
家
の
新
当
主
義
長
か
ら
当
知
行
を

安
堵
さ
れ
、
陶
晴
賢
か
ら
副
状
を
得
て
い
る
（
七
・
五
号
文
書
）
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
政
変
に
際
し
、
彼
は
他
の
大
多
数
の
家
臣
と
同
様
陶
氏
に
賛
同

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

つ
ぎ
の
重
大
な
局
面
は
、
大
内
家
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
陶
氏
を
天
文
二

十
四
年
（
一
五
五
五
）
厳
島
合
戦
で
敗
死
さ
せ
た
毛
利
氏
が
防
長
に
侵
攻
し

て
き
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
時
、
安
芸
国
に
近
い
周
防
国
東
部
の
玖
珂
郡
に

所
領
を
持
つ
大
内
氏
家
臣
た
ち
は
、
引
き
続
き
大
内
家
に
忠
誠
を
誓
う
の
か
、

大
内
家
を
見
限
っ
て
毛
利
家
の
傘
下
に
入
る
の
か
、
あ
る
い
は
第
三
の
道
（
両

属
も
し
く
は
自
立
し
て
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
属
さ
な
い
等
）
を
選
ぶ
の
か
と

い
っ
た
判
断
を
迫
ら
れ
た
。 

厳
島
合
戦
の
約
一
ヶ
月
後
、
「
小
方
対
馬
守
」
は
所
領
が
近
接
す
る
椙
杜

氏
ら
と
同
一
行
動
を
と
っ
て
所
領
安
堵
等
を
条
件
に
毛
利
氏
の
陣
営
に
属
す

る
道
を
選
択
し
た
（
「
閥
閲
録
」
巻
一
〇
一
小
方
三
郎
左
衛
門
二
号
文
書
。

以
下
、
閥
一
〇
一
小
方
２
の
ご
と
く
略
記
）
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
大
内

家
に
従
っ
た
玖
珂
郡
鞍
掛
城
に
拠
る
杉
隆
泰
を
攻
撃
し
て
討
ち
取
っ
た
の
で
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あ
る
（
閥
一
〇
一
小
方
１
）
。
周
防
国
東
部
の
要
衝
で
あ
っ
た
同
城
の
落
城

に
よ
り
、
当
地
域
に
お
け
る
毛
利
方
の
優
勢
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
同
年
閏
十
月
「
小
方
対
馬
守
」
は
、
毛
利
氏
か
ら

玖
珂
郡
本
郷
南
方
之
内
毛
利
彦
次
郎
先
給
分
九
〇
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

玖
珂
郡
本
郷
南
方
之
内
と
は
、
具
体
的
に
は
玖
珂
郡
久
原
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
地
の
権
益
を
主
張
す
る
内
藤
隆
春
や
冷
泉
元
豊
と
い
っ
た
大
内
氏
旧
臣

ら
に
妨
害
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
号
文
書
・
閥
一
〇
一
小
方
１
）
。 

な
お
、
遅
く
と
も
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
二
月
八
日
時
点
で
の
「
小
方

対
馬
守
」
の
実
名
は
元
康
と
考
え
ら
れ
る
（
一
〇
号
文
書
）
。
与
康
が
毛
利

氏
に
臣
従
し
た
際
に
隆
元
か
ら
偏
諱
を
与
え
ら
れ
て
、
元
康
と
改
名
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
（
７
）
。
さ
ら
に
同
年
三
月
に
は
与
康
改
め
元
康
は
、
町
野
氏

が
大
内
氏
を
見
限
っ
て
吉
見
氏
に
味
方
し
た
た
め
長
門
国
阿
武
郡
の
戦
局

が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
重
大
な
情
報
（
８
）
を
毛
利
氏
へ
伝
え
、
玖
珂

郡
・
熊
毛
郡
方
面
へ
の
兵
力
の
増
強
を
急
ぐ
よ
う
促
し
て
い
る
（
九
号
文
書
）
。

周
知
の
よ
う
に
、
大
内
氏
は
一
年
後
の
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
四
月
に
滅

亡
す
る
か
ら
、
元
康
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
二
度
に
亘
っ
て
主
君
を
鞍
替
し
、
自
家
の
存
続
に
成
功
し
た
元

康
は
、
毛
利
氏
に
対
し
出
陣
や
在
番
等
の
軍
事
的
奉
公
を
す
る
一
方
、
毛
利

氏
五
人
奉
行
の
一
人
児
玉
就
忠
と
の
関
係
を
強
め
、
就
忠
の
子
元
信
を
養
子

に
迎
え
て
天
正
年
間
に
は
跡
を
つ
が
せ
た
（
一
一
号
文
書
・
閥
一
〇
一
小
方

３
・
７
・
11
）
。
こ
の
頃
の
小
方
氏
の
所
領
は
、
本
地
で
あ
る
周
防
国
玖

珂
郡
椙
杜
北
方
二
〇
石
や
同
郡
祖
生
郷
内
一
二
石
の
ほ
か
、
同
郡
本
郷
南
方

内
九
〇
石
、
同
郡
祖
生
郷
内
三
箇
所
計
八
一
石
、
同
国
熊
毛
郡
島
田
二
〇
石

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
椙
杜
を
本
貫
と
す
る
椙
杜
氏
と
は
、
権
益
が
重
な
り

調
整
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
小
方
氏
は
一
貫
し
て
玖
珂
郡
椙
杜
・
祖

生
を
中
心
と
し
た
所
領
を
確
保
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
一
～
一
四
号
文

書
・
閥
一
〇
一
小
方
６
）
。 

藩
政
期
に
入
る
と
、
小
方
家
は
萩
藩
家
臣
団
の
中
核
を
な
す
大
組
に
編
入

さ
れ
た
。
元
信
の
子
元
忠
は
、
大
坂
の
陣
の
際
使
者
や
奏
者
役
を
、
寛
永
十

八
年
（
一
六
四
一
）
～
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
物
頭
役
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め

て
い
る
（
９
）
。
元
忠
の
養
子
就
忠
は
、
物
頭
役
の
ほ
か
に
延
宝
六
年
（
一

六
七
八
）
～
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
六
年
間
大
坂
留
守
居
役
も
務
め
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
禄
年
間
に
知
行
所
長
門
国
美
祢
郡
岩
永
村
に
お
い
て

拝
領
開
作
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
忠
正
は
、
就
忠
の
子
で
あ
る
（
一
六
・
一

七
号
文
書
）
。
そ
し
て
、
こ
の
忠
正
の
子
が
「
譜
録
」
提
出
時
の
小
方
家
の

当
主
忠
次
で
あ
る
。 
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某

盛
康

重
康

某

与
康

元
康

女

就
忠

元
信

信
次

元
忠

小
方
氏
略
系
図

児
玉

就
重

忠
正

忠
利

忠
久

長
門
入
道

（→

閥

小
方
吉
右
衛
門
家
）

某
喜
兵
衛
尉

某
大
夫
丸

某
源
三某

源
二
郎

某

女

某
幾
之
進

就
忠

忠
次

忠
貞

（
「
譜
録
」
を
基
に
私
見
を
加
え
て
作
成
、
太
字
は
本
史
料
に
登
場
す
る
人
物
）

元
真

周
布

某

盛
康

重
康

某

与
康

元
康

女

就
忠

元
信

信
次

元
忠

小
方
氏
略
系
図

児
玉

就
重

忠
正

忠
利

忠
久

長
門
入
道

（→

閥

小
方
吉
右
衛
門
家
）

某
喜
兵
衛
尉

某
大
夫
丸

某
源
三某

源
二
郎

某

女

某
幾
之
進

就
忠

忠
次

忠
貞

（
「
譜
録
」
を
基
に
私
見
を
加
え
て
作
成
、
太
字
は
本
史
料
に
登
場
す
る
人
物
）

元
真

周
布 七

右
衛
門
尉

註 

（
１
）
拙
稿
「
『
都
濃
郡
中
須
村
百
姓
所
持
御
判
物
写
』
に
つ
い
て
」
（
『
山

口
県
史
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
）
。
「
大
内
氏
家
臣
安
富
氏
の
関
係
史

料
に
つ
い
て
（
一
）
・
（
二
）
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
七
・

二
八
、
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
一
年
）
。
「
『
阿
武
郡
大
井
浦
三
井
文
右

衛
門
所
持
御
判
物
写
』
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三

三
、
二
〇
〇
六
年
）
。「
『
譜
録
』
佐
々
木
七
兵
衛
佐
良
の
翻
刻
と
紹
介
」

（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
三
九
、
二
〇
一
二
年
）
ほ
か
。 

（
２
） 

請
求
番
号
は
、毛
利
家
文
庫
二
三
譜
録
お
６（「
複
写
資
料
」譜
録
57
）。 

（
３
）
正
確
に
は
、
末
尾
の
二
点
（
二
一
・
二
二
号
文
書
）
は
、
小
方
忠
次
の
育
で

あ
っ
た
小
方
幾
之
進
家
（
元
忠
の
兄
弟
で
あ
る
七
右
衛
門
尉
か
ら
分
か
れ
た
家
系
）

が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

（
４
）
「
譜
録
」
の
性
格
や
「
閥
閲
録
」
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
山
﨑
一

郎
「
萩
藩
元
文
譜
録
と
永
田
瀬
兵
衛
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

三
六
、
二
〇
〇
九
年
）
、
広
田
暢
久
「
長
州
藩
歴
史
編
纂
事
業
史
（
其
の

五
）
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照

の
こ
と
。 

（
５
）
『
廿
日
市
町
史
』
通
史
編(

上)

、
三
七
七
頁
。 

（
６
）
広
島
県
立
大
学
の
秋
山
伸
隆
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。 

（
７
）
「
譜
録
」
等
の
系
図
で
は
、
元
康
の
初
名
は
隆
忠
で
、
与
康
の
子
と
す

る
。
し
か
し
、
隆
忠
な
る
名
前
は
同
時
代
史
料
で
は
確
認
で
き
ず
、
与
康

と
隆
忠
＝
元
康
を
親
子
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
理
解
は
修
正
さ
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。 

八
八

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



番号 年　号 月 日 文　書　名 宛　名
文明8 小方盛康譲状写 （七郎次郎<小方重康>）
永正17 小方重康譲状并神代武総裏書写 小方源次郎殿（与康）
享禄3 大内氏奉行人連署奉書写 小方兵部丞殿（与康）
大永3 大内義興袖判安堵状并大内義隆裏書写 （小方源次郎<与康>）
（天文22） 陶晴賢書状写 小方対馬守殿（与康）
天文16 大内義隆官途吹挙状写 小方兵部丞殿（与康）
天文22 大内義長袖判安堵状写 （小方対馬守<与康>）

毛利元就書状写 小方対馬守殿（元康）
（弘治2） 毛利元就書状写 (宍戸)隆家ほか３名
弘治2 毛利氏奉行人連署状写 小方対馬守殿（元康）
天正2 毛利輝元安堵状写 (小方元信）

毛利輝元書状写 小方兵部丞殿（元信）
天正17 毛利輝元安堵状写 小方喜兵衛尉

毛利輝元書状写 小方兵部丞殿（元信）
(寛文元) 毛利氏加判衆連署奉書写 福原左近殿(俊次)
元禄8 毛利氏加判衆連署奉書写 梨羽求馬殿(就純)
元禄14 毛利氏加判衆連署付立写 堅田外記殿(広慶)
宝永2 毛利氏加判衆連署奉書写 益田友之介殿(広明)ほか１名
享保5 毛利氏加判衆連署奉書写 益田源兵衛殿(元実)
享保16 毛利氏加判衆連署奉書写 熊谷帯刀殿(元貞)ほか３名

毛利宗瑞書状写 小方七右衛門尉とのへ
元和5 毛利秀就加冠状写 小方源太郎とのへ（就重）

（
８
）
当
該
期
の
阿
武
郡
に
お
い
て
町
野
氏
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
『
阿
武
郡
衆
』
と
そ
の
周
辺
」（
『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
４

山

代
街
道
』
〈
山
口
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
〉
）
を
参
照
の
こ
と
。 

（
９
）
小
方
家
「
譜
録
」
の
由
緒
書
。
以
下
、
藩
政
期
の
同
家
の
役
職
は
す
べ

て
、
こ
れ
に
拠
る
。 

 

凡
例 

一

字
体
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
そ
れ 

以
外
の
漢
字
（
い
わ
ゆ
る
表
外
漢
字
）
や
一
部
の
変
体
仮
名
に
は
、
原
文 

の
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。 

一  

校
訂
者
の
加
え
た
註
の
う
ち
、
校
訂
註
に
は
〔

〕
、
説
明
註
に
は
（

） 

を
用
い
た
。 

   

表１ 「譜録」小方三郎左衛門忠次所収文書目録

八
九

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



 
「
譜
録
」
お
６
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次

 

一

小
方
盛
康
譲
状
写 

 

譲
与 

（
盛
康
） 

周
防
国
玖
珂
郡
内
小
方
左
衛
門
太
夫
知
行
給
分
之
事 

合 

一
所

小
畑
名
田
畠
并
山
野
共
ニ 

一
所

正
弘
名

六
段
小 

一
所

相
郷
内
拾
石
名
地
田
畠
山
野
共
ニ 

右
田
畠
山
野
等
者
、
小
方
長
門
入
道
譲
状
内
在
之
、
彼
坪
付 

（
小
方
重
康
） 

前
、
限
永
代
譲
七
郎
次
郎
也
、
全
奉
公
無
他
妨
不
可
有
知
行 

相
違
之
状
如
件
、 

文
明
八
甲

申
七
月
廿
二
日

盛
康
在
判 

 

二

小
方
重
康
譲
状
并
神
代
武
総
裏
書
写 

 

譲
状
事 

合 

周
防
国
玖
珂
郡
椙
杜
北
方
内
弐
拾
石
足
内
小
畑
壱
反
参
百
歩
、
筑
前
国
錯
乱

之
時
小
方
七
郎
兵
衛
尉
足
土
仁

除
之
、

内
祖
生
郷
内
拾
弐
石 

已
上 

右
、
小
方
源
次
郎
所
譲
与
実
也
、
然
者
全
奉
公
無
他
妨
可
有
知
行
者
也
、

仍
為
後
日
譲
状
如
件
、 

小
方
長
門
守 

永
正
拾
七
年
九
月
一
日

重
康
判 

（
与
康
） 

小
方
源
次
郎
殿 

右
之
裏
書 

此
譲
状
備

上
覧
被
成

御
判
候
、
尤
目
出
候
也
、 

（
神
代
） 

大
永
三
年
四
月
十
六
日

武
総
判 

   三

大
内
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
写 

 

（
小
方
重
康
）

  

（
小
方
） 

祖
父
対
馬
入
道
一
跡
事
、
雖
令
与
奪
与
康
号
不
孝
仁
可
悔
還
由
、
去
夏 

九
〇

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



 
以
入
道
参
上
之
言
上
之
条
、
子
細
被
尋
聞
召
之
処
、
無
殊
事
間
、
可
和 

 
談
之
由
被

仰
出
候
処
、
可
任

上
意
由
申
上
、
其
後
不
能
案
内
令
帰 

 

宿
候
条
、
聊
爾
以
外
之
次
第
也
、
所
詮
彼
給
事
、
自
今
以
後
縦
可
悔
還 

（
大
内
義
興
） 

之
由
雖
申
之
、
既
有
子
細
之
上
者
不
可
自
余
准
之
由
、
於
凌
雲
院
殿
御 

証
判
之
裏
御
外
題
之
被
加

御
判
候
也
、
然
処
、
祖
父
入
道
老
耄
之
誤 

不
及
是
非
、
蒙
御
免
者
可
忝
之
由
、
与
康
言
上
之
旨
、
令
披
露
之
処
、 

 

申
所
神
妙
之
由
被

仰
出
畢
、
仍
此
間
入
道
拘
分
事
、
一
期
之
間
可
遣 

 

置
之
由
申
請
候
旨
被
成

御
心
得
由
、
依
仰
執
達
如
件
、 

（
杉
興
重
） 

享
禄
三
年
十
一
月
廿
五
日

三
河
守
判 

（
野
田
興
方
） 

兵
部
少
輔
判 

（
与
康
） 

小
方
兵
部
丞
殿 

  

四

大
内
義
興
袖
判
安
堵
状
并
大
内
義
隆
裏
書
写  

義
興 

御
袖
判 

（
小
方
） 

祖
父
対
馬
守
重
康
所
帯
事
、
任
去
永
正
拾
七
年
九
月
一
日
譲
与
状
之 

（
与
康
） 

旨
、
小
方
源
次
郎
領
掌
不
可
有
相
違
状
如
件
、 

 

大
永
三
年
四
月
十
六
日 
 

御
下
知
之
趣
不
可
有
相
違
者
也
、
縦
以
本
条
旨
雖
任
心
可
悔
還
之
由
申

之
、
於
件
譲
者
依
有
子
細
不
可
准
他
之
条
、
令
加
裏
書
而
己
、 

（
大
内
義
隆
） 

享
禄
三
年
十
一
月
廿
五
日

判 

（
与
康
） 

小
方
兵
部
丞
殿 

  
 

五

陶
晴
賢
書
状
写 

 

（
小
方
） 

与
康
当
知
行
分
御
継
目

御
判
頂
戴
、
尤
珍
重
候
、
弥
奉
公
不
可
有 

 

油
断
之
条
、
肝
要
候
、
恐
々
謹
言
、 

（
天
文
二
十
二
年
） 

卯
月
廿
二
日

晴
賢
判 

（
与
康
） 

小
方
対
馬
守
殿 

 
 

 

六

大
内
義
隆
官
途
吹
挙
状
写 

 
対
馬
守
所
望
事
、
可
令
挙
敷
奏
之
条
如
件
、 

 

義
隆 

天
文
十
六
年
五
月
十
七
日

御
判 

（
与
康
） 

小
方
兵
部
丞
殿 

九
一

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



七

大
内
義
長
袖
判
安
堵
状
写 

 義
長 

御
袖
判 

（
大
内
義
興
） 

当
知
行
事
、
任
去
大
永
三
年
四
月
十
六
日
凌
雲
院
殿
裁
許
之
旨
、
小
方 

（
与
康
） 

対
馬
守
可
全
領
知
之
状
如
件
、 

 

天
文
廿
二
年
四
月
十
八
日 

  

八

毛
利
元
就
書
状
写
（
モ
ト
切
紙
） 

 

（
椙
杜
隆
康
） 

信
濃
守
殿
へ
聊
申
儀
候
者
、
此
者
進
之
候
、
御
談
合
候
而
預
御
返
事
候 

 

者
、
可
為
祝
着
候
、
迚
此
者
可
申
候
間
、
不
能
紙
面
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

五
月
十
六
日

元
就
御
判 

（
元
康
） 

小
方
対
馬
守
殿 御

宿
所 

 

○
こ
の
文
書
は
、
弘
治
二
～
元
亀
二
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  

九

毛
利
元
就
書
状
写 

 

（
元
康
）

（
隆
風
）

〔
之
脱
〕 

如
此
令
申
折
節
、
重
而
従
小
方
左
右
候
、
町
野
事
現
形
候
而
既
弟
靏 

（
正
頼
）

（
長
門
国
阿
武
郡
） 

法
師
吉
見
へ
出
置
候
、
然
間
吉
見
方
か
ね
の
城
請
取
ニ
被
出
候
、
長 

（
長
門
国
阿
武
郡
） 

州
安
武
仕
成
候
て
、
渡
川
表
可
取
出
之
由
候
、
大
慶
此
事
候
、
町
野 

〔
悟
〕 

事
長
州
ニ
候
て
、
如
此
覚
語
共
ハ
能
々
山
口
ヲ
見
切
候
ハ
て
あ
る
ま 

 

し
き
事
候

く
、
万
々
可
然
本
望
千
万
候

く
、 

〔
口
〕

（
周
防
国
玖
珂
郡
・
熊
毛
郡
） 

一
吉
見
江
如
此
候
条
、
道
前
表
之
事
も
動
遅
々
候
て
ハ
不
可
有
曲
候
条
、 

（
石
見
国
） 

弥
人
数
を
も
指
急
之
由
従
小
方
ハ
申
越
候

く
、
乍
去
邇
摩
郡
表
ニ 

 

見
か
け
の
事
候
ハ
ヽ
、
相
動
度
候

く
、
見
か
け
の
儀
徒
ニ
ハ
日
数 

 

等
暮
し
度
も
な
く
候

く
、
御
分
別
あ
る
へ
く
候

く
、
恐
々
謹
言
、 

（
弘
治
二
年
） 

三
月
廿
五
日

 

元
就
御
判 

 

（
宍
戸
） 

隆
家 

（
口
羽
通
良
） 

刑
太 

（
桂
元
忠
）

右
馬 

左
太

又
ま
い
る

元
就 

（
吉
川
） 

元
春 

 

○
こ
の
文
書
の
正
文
は
毛
利
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

九
二

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



一
〇

毛
利
氏
奉
行
人
連
署
状
写 

 
 

玖
珂
郡
久
原
九
拾
石
足
毛
利
彦
次
郎

先

知

行

事
、
対
元
康
被
成

御
判
之
処
、
内 

（
隆
春
） 

藤
左
衛
門
太
夫
代
官
押
妨
之
由
候
、
以
外
不
可
然
候
、
既
有
忠
儀
之
子 

 

細
、
於
玖
珂
被
進
置
候
条
、
聊
不
可
有
相
違
之
由
被
申
候
、
右
之
内
五 

 

石
足
屋
敷

分

事
、
冷
泉
殿
代
官
綺
之
由
候
、
是
又
不
可
然
候
、
彼
彦
二
郎
給 

地
内
無
紛
之
条
、
対
右
両
所
役
人
銘
々
被
成
奉
書
候
、
仍
元
康
拝
領
之

地
玖
珂
郡
段
銭
事
、
為
御
合
力
毎
年
被
成
御
扶
助
候
、
尤
可
然
候
、
委

細
対
郡
代
被
成
御
奉
書
候
、
可
得
其
心
候
、
恐
々
謹
言
、 

弘
治
弐
年

赤
川
左
京
亮 

二
月
八
日

元
保
判 

 

児
玉
三
郎
右
衛
門
尉 

就
忠
判 

 

国
司
右
京
亮 元

相
判 

 

桂
左
衛
門
大
夫 元

忠
判 

 

（
元
康
）

連
署 

小
方
対
馬
守
殿

元
保 

 

一
一

毛
利
輝
元
安
堵
状
写 

 

防
州
玖
珂
郡
椙
杜
北
方
之
内
弐
拾
石
本
地
・
同
郡
祖
生
郷
之
内
拾
弐
石
本

地
・
同
郡
本
郷
南
方
之
内
九
拾
石

毛
利
彦
次
郎

先

知

行
・
同
郡
祖
生
郷
之
内
三
拾

石
岸
見
分

・
同
所
之
内
三
拾
六
石

実

乗

寺

領

・
同
所
之
内
拾
五
石

弘
中
四
郎

先

知

行

、 

（
小
方
元
康
） 

右
地
等
事
、
任
先
例
旨
并
養
父
対
馬
守
手
次
全
知
行
不
可
有
相
違
者
也
、 

 

仍
一
行
如
件
、 

天
正
二
年
二
月
十
二
日

輝
元
御
判 

 
 

一
二

毛
利
輝
元
書
状
写 

 

（
小
方
元
康
）

（
周
防
国
玖
珂
郡
） 

其
方
養
父
対
馬
守
本
地
屋
敷
分
弐
拾
石
之
事
、
椙
杜
郷
之
内
在
之
付
而
、 

（
隆
康
）

（
福
原
） 

今
度
椙
杜
信
濃
守
存
分
雖
申
候
、
対
貞
俊
申
聞
令
異
見
落
着
候
之
条
、 

（
平
佐
就
之
） 

可
然
候
、
於
向
後
茂
聊
不
可
有
相
違
候
、
猶
平
藤
可
申
聞
候
、
謹
言
、 

 

八
月
廿
五
日

輝
元
御
判

 

（
元
信
） 

小
方
兵
部
丞
殿 

 

（
周
防
国
） 

（
小
方
） 

（
元
豊
） 

九
三

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



一
三

毛
利
輝
元
安
堵
状
写 

 

（
元
信
） 

防
州
熊
毛
郡
之
内
島
田
弐
拾
石
足
之
事
、
小
方
兵
部
丞
為
割
分
遣
之
由 

 

候
条
、
役
目
等
堅
固
相
勤
可
知
行
之
状
如
件
、 

輝
元
公 

天
正
拾
七
年
十
二
月
五
日

御
判
御
墨
印

 

〔
殿
脱
〕 

小
方
喜
兵
衛
尉 

  

一
四

毛
利
輝
元
書
状
写 

 

（
周
防
国
玖
珂
郡
） 

其
方
本
知
椙
杜
北
方
之
内
二
拾
石
之
内
拾
石
分
、
対
大
夫
丸
可
割
遣
之 

 

由
承
知
候
、
自
然
彼
者
退
転
之
時
者
、
如
前
々
其
方
知
行
不
可
有
相
違 

 

候
、
謹
言
、 二

月
十
三
日

 

輝
元
御
判

 

（
元
信
） 

小
方
兵
部
丞
殿 

  

一
五

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
奉
書
写 

 

（
元
忠
） 

小
方
主
計
事
、
老
極
ニ
付
隠
居
御
理
申
上
候
条
相
伺
候
処
、
御
断
無
余 

（
小
方
就
忠
） 

儀
被
思
召
候
間
、
隠
居
被
仰
付
、
養
子
三
郎
左
衛
門
ニ
御
役
目
可
被
仰 

 

付
之
旨
候
、
然
者
主
計
組
之
儀
、
三
郎
左
衛
門
事
此
中
代
役
相
勤
無
別 

 

条
御
役
儀
所
勤
仕
候
間
、
直
様
三
郎
左
衛
門
ニ
可
被
預
置
之
旨
、
被

仰 
 

出
候
条
、
右
之
段
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

（
榎
本
就
時
） 

（
寛
文
元
年
）

榎

遠
江 

三
月
十
七
日

書
判 

（
堅
田
就
政
） 

堅

安
房 書

判 

（
益
田
就
固
） 

益
孫
左
衛
門 

書
判 

（
毛
利
就
頼
） 

毛

隠
岐 書

判 

（
毛
利
就
信
） 

毛

主
膳 書

判 

（
俊
次
） 

福
原
左
近
殿

 
  

  
 

九
四

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



一
六

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
奉
書
写 

 

（
忠
正
）

（
長
門
国
） 

一
筆
申
入
候
、
御
方
与
小
方
太
郎
左
衛
門
美
祢
郡
岩
永
村
知
行
所
物
切 

 

之
内
ニ
而
、
先
年
拝
領
之
開
作
地
開
立
相
成
分
申
出
ニ
付
、
検
地
石
積 

 

被
仰
付
候
之
処
、
三
石
四
升
弐
合
有
之
通
、
坪
附
帳
調
出
候
、
因
玆
当 

 

務
よ
り
持
掛
り
三
百
石
ニ
引
加
、
以
上
高
三
百
三
石
四
升
弐
合
ニ
被
成 

 

遣
候
条
、
此
辻
を
以
組
並
之
諸
役
可
被
申
付
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

元
禄
八
亥

 
（
佐
世
広
久
）

 

十
二
月
五
日

佐

主
典
印
判

 
（
毛
利
就
詮
） 

毛

阿
波
印
判 

（
宍
戸
就
宗
） 

完

備
前
印
判 

（
就
純
） 

梨
羽
求
馬
殿

 
 

 
 

一
七

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
付
立
写 

 
 

付
立 

一
高
四
石
九
斗
壱
升
九
合 

（
長
門
国
） 

但
美
祢
郡
岩
永
村
ニ
而
開
作
石
之
分 

一
高
壱
斗
八
升
四
合 

但
同
郡
同
村
ニ
而
畠
田
成
出
石
之
分 

以
上
高
五
石
壱
斗
三
合 

（
忠
正
）

 

右
、
御
方
与
小
方
太
郎
左
衛
門
知
行
物
切
之
内
ニ
而
、
先
年
拝
領
之
開 
 

作
開
残
并
畠
田
成
被
遂
御
分
別
仕
立
相
成
候
通
申
出
ニ
付
、
検
地
石
盛 

 

被
仰
付
候
処
、
両
条
高
五
石
壱
斗
三
合
有
之
通
、
坪
付
帳
調
出
候
、
依 

 

之
当
務
よ
り
持
掛
り
高
三
百
三
石
四
升
弐
合
ニ
引
加
、
以
上
高
三
百
八 

 

石
壱
斗
四
升
五
合
ニ
被
成
遣
候
条
、
此
辻
を
以
与
並
之
諸
役
可
被
申
付 

 

候
、
以
上
、 

 

元
禄
十
四

 

（
佐
世
広
久
）

 

五
月
十
日

佐

主
典
印
判

 

（
毛
利
就
詮
） 

毛

阿
波
印
判 

江
戸
（
宍
戸
就
宗
） 

完

丹
波 

（
広
慶
） 

堅
田
外
記
殿

 
 

 

一
八

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
奉
書
写 

 
（
忠
正
）

（
小
方
忠
次
） 

小
方
太
郎
左
衛
門
嫡
子
半
七
婦
ニ
兼
重
新
左
衛
門
娘
を
縁
組
之
事
、
相 

 

九
五

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



伺
候
処
、
如
願
可
申
合
之
旨
候
条
、
此
段
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

（
国
司
） 

宝
永
二

国

式
部 

五
月
朔
日

広
充
印
判 

（
佐
世
） 

佐

主
殿 

広
久
印
判 

（
益
田
） 

益

越
中 

就
賢
印
判 

（
毛
利
） 

毛

蔵
主 

就
直
印
判 

（
宍
戸
） 

完

丹
波 

就
宗
印
判 

（
広
明
） 

益
田
友
之
介
殿

 

（
就
尚
） 

粟
屋
帯
刀
殿

 
 

 
 

一
九

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
奉
書
写 

 

（
忠
正
） 

小
方
太
郎
左
衛
門
年
齢
七
十
歳
余
ニ
付
、
隠
居
之
事
相
伺
候
之
処
、
如 

（
小
方
忠
次
） 

願
被
仰
付
忰
半
七
可
被
召
仕
之
旨
候
条
、
此
段
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹 

 

言
、 

（
山
内
） 

享
保
五

  

山

縫
殿 

七
月
六
日

広
通
印
判 

 

桂

能
登 

広
保
印
判 

（
毛
利
） 

毛

伊
豆 

広
包
印
判 

（
毛
利
） 

毛

筑
後 

広
政
印
判 

（
宍
戸
） 

完

主
計 

就
延
印
判 

（
元
実
） 

益
田
源
兵
衛
殿 

 
 

 
 

二
〇

毛
利
氏
加
判
衆
連
署
奉
書
写 

 

（
忠
次
）

（
小
方
忠
貞
） 

小
方
三
郎
左
衛
門
嫡
子
半
左
衛
門
婦
ニ
兼
重
五
郎
兵
衛
娘
を
縁
与
之
事
、 

 

相
伺
候
処
、
如
願
可
申
合
旨
候
条
、
此
段
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

（
山
内
） 

享
保
十
六

山

縫
殿 

六
月
八
日

広
通
印
判 

（
毛
利
） 

毛

宇
右
衛
門 

広
規
印
判 

（
元
貞
） 

熊
谷
帯
刀
殿

 

九
六

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）



（
元
久
） 

榎
本
弾
正
殿

 

（
広
玄
） 

佐
世
大
学
殿

 

（
元
言
） 

益
田
図
書
殿

 
 

  

二
一

毛
利
宗
瑞
書
状
写 

 

其
元
長
々
相
詰
苦
身
之
儀
候
、
弥
無
油
断
可
相
勤
事
肝
要
候
、
何
茂
御 

替
之
儀
、
秋
中
可
差
下
候
、
其
内
之
儀
弥
奉
公
専
一
ニ
候
、
か
し
く
、 

宗
瑞
様 

三
月
廿
三
日

御
判

 
 

小
方
七
右
衛
門
尉
と
の
へ 

   

二
二

毛
利
秀
就
加
冠
状
写 

 

加
冠 就 

元
和
五
年
十
二
月
六
日 

秀
就
公 

御
判 

（
就
重
） 

小
方
源
太
郎
と
の
へ 

 
 

九
七

「
譜
録
」
小
方
三
郎
左
衛
門
忠
次
の
翻
刻
と
紹
介
（
和
田 

）


